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第 23回大会を終えて 
 2022 年 8 月 27 日(土),28 日(日)に第 23 回大会を久

留米大学御井学舎においてオンラインと対面の併用

形式で開催しました。対面を伴う 2 日間会期での開

催は 3 年ぶりでもあり、併用開催は初の試みでした。 

 「学校と社会をつなぐ職業統合的学習（WIL）」と

いう大会テーマは、前年度に『インターンシップ研

究年報』第 24 号での特集で検討されたインターンシ

ップから職業統合的学習（WIL）への領域拡充への

議論を踏まえ、今後の可能性を探究することを目的

としたものです。 

大会1日目午前の部は大会

校企画の会長講演「職業統合

的学習（WIL）と学会のあゆ

み」と題し、吉本圭一会員（滋

慶医療科学大

学）から学会の

コアテーマとなる「職業統合的学習

（WIL）」のエッセンスについて講演い

ただきました。講演記録動画は、右 QR

コードもしくは https://youtu.be/EI6AQ67qAIo サイト

から視聴できます。

 次に、学会表彰委員会による 2021 年度高良記念研

究助成の成果報告として、宮田弘一会員から「リモ

ートインターンシップに対する教員の認識変容プロ

セスに関する質的分析－M-GTA を用いて－」という

テーマで報告がなされました。その後、学会表彰委

員会委員長の小林純会員（札幌国際大学短期大学部）

から 2022 年度高良記念研究助成の採択結果が発表

され、桑畑夏生会員（宮崎大学）への授賞式が行わ

れました。

 午後の部は会員年次総会が行われた後に、シンポ

ジウム「多様な職業統合的学習（WIL）をめぐる横断

的な対話からの学び」が行われました。司会・井本

浩之会員（西九州大学）、コーディネータ・江藤智佐

子会員（久留米大学）から趣旨説明が行われ、4 名の

シンポジストからは資格系実習として看護・三橋睦

子氏（久留米大学）、教職・山口圭介会員（玉川大学）、

社会福祉・岡部由紀夫会員（西九州大学）が、人文

社会学系インターンシップは亀野淳会員（北海道大

学）からそれぞれ分野固有の実習の特徴について話

題提供がなされました。4 つの実習を横断的に検討

し、相互に学び合うという観点からディスカサント

の吉本圭一会員（滋慶医療科学大学）から新たな職

業統合的学習（WIL）に向けての意見が示され、フロ

アを交えて活発な議論が展開されました。

大会 2 日目は会員による研究発表 20 件(4 会場×5

セッション)が行われました。どの会場も参加者相互

の活気に溢れる意見交換がなされていました。

2 日間の参加者は 129 名(うち会場参加者 60 名)でし

た。感染急拡大の時期と重なったことから日々変化

する COVID-19 の感染対策に終始振り回されていた

ため、ギリギリまで開催形式やプログラムが定まら

ず参加者の皆様にはご不便をおかけしましたことを

お詫び申し上げます。対面を伴うオンライン開催は

前例がなく、次々に生じるトラブルに疲弊すること

もありましたが、九州支部大会実行委員メンバーが

すぐに対応に走り回っていただいたお陰で何とか 2

日間を乗り切ることができました。また、本大会で

最も有難かったのは参加者の皆様のご支援とご協力

です。会場校からの様々な感染対策のお願いに対し、

積極的にご協力いただけたお陰をもちまして会期中

に体調不良者がでることなく無事に大会を終えるこ

とができました。多くの方々に支えられての大会で

した。大会にご参加いただいた皆様、学生スタッフ

をさりげなくサポートいただいた皆様、運営にご協

力いただいた皆様に心より御礼申し上げます。

今回の大会記録は第 24 回大会開催校の追手門学

院大学に引き継ぐとともに、次回大会での会員の皆

様のさらなる研究のご発展とご盛会を祈念いたして

おります。 

(第 23 回大会実行委員長 江藤智佐子・久留米大学) 
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第 24回大会に向けて 
転換期の第 24 回大会開催に寄せて 

第 24 回大会は、2023 年 9 月 16 日（土）・17 日

（日）の 2 日間、追手門学院大学（以下、追大）茨

木総持寺キャンパス（大阪市茨木市）で開催するこ

ととなりました。追手門学院は、1888 年（明治 21 年）、

陸軍の大阪鎮台司令官であった高島鞆之助が創設し

た大阪偕行社附属小学校から始まります。現在では、

こども園、小・中・高等学校、大学・大学院からな

る、「独立自彊・社会有為」を教育理念とする総合学

園です。

追大は、7 学部 3 研究科からなる総合大学です。

近年、「行動して学び、学びながら行動する」という

新教育コンセプトを掲げ、本学独自の学修スタイル

「OIDAI WIL（Work-Is-Learning）」を提唱し実践して

います。また、ICT を含めたあらゆる手法を駆使し、

教育内容に合わせた(MATCH した) 教育効果を最大

化する追大独自の教育手法として「OIDAI MATCH

（MAximized-TeaCHing）」を提唱し推進しています。 

さて、第 24 回大会のテーマですが、「原点回帰。

今改めてインターンシップを考える。」です。インタ

ーンシップは、1997 年の三省合意を契機に、中央教

育審議会答申や文部科学省の政策に影響を受けなが

ら、日本の高等教育においても普及・浸透してまい

りました。しかし、採用と大学教育の未来に関する

産学協議会が発表した 2021 年度報告書「産学協働に

よる自律的なキャリア形成の推進」では、インター

ンシップ等の学生のキャリア形成支援に係る取組の

四類型を明記すると共に、インターンシップと称す

ることのできる取組の要件が明確化され、さらにこ

れを受けて 2022 年 6 月には三省合意が改正されま

した。そして、現在の 2 年生が 3 年生となる 2023 年

度から適用されることとなりました。今、産業界や

教育の現場で、インターンシップは転換期を迎えよ

うとしていると言っても過言ではありません。そし

てこの転換は、インターンシップとは何かという問

いを、それぞれの立場や現場で関わる関係者に投げ

かけたのではないでしょうか。第 24 回大会がそれぞ

れの立場の違いを超えて、考える機会になればと希

望しています。

なお、開催型式については現在調整中ですので、

決定次第、プログラム内容等と共に学会ウェブサイ

トやメルマガ等でご案内します。また、大会ホーム

ページの開設、参加申込受付開始のご案内、「研究発

表」募集のお知らせについても、随時情報発信を行

ってまいります。

転換期の大会開催に向けて、会員の皆様のご支援、

ご協力のほどお願い申し上げます。  

（第 24 回大会実行委員長・伊藤文男・追手門学院大

学） 

理事会報告 
2021 年度 第 6 回理事会 

（2022 年 6 月 21 日 ＊Web 会議） 

入退会の審査、支部のあり方について、第 23 回大

会準備状況ならびに学会広報の見直しについての 4

つの事項の協議がされました。また、前回理事会の

議事録が確認され、各委員会・各支部より、活動状

況が報告されました。協議の概要は次のとおりです。 

(1)入退会の審査

・事務局より、資料が提示され、協議を行った結果、

入会 6 件（個人会員 6 件）、退会 8 件（個人会員 7 件、

法人会員 1 件）を承認した。

(2) 支部のあり方について

・吉本会長より、会則第 21 条の 2「支部及び委員会

の種類、構成及び運営等必要な事項は別途理事会で

定める。」の再確認がなされ、継続協議をおこなうこ

ととなった。

(3) 第 23 回大会準備状況

・第 23 回大会実行委員長江藤理事より、研究発表に

ついてはプログラムに掲載される全ての発表者（共

同発表者を含む）は 2021 年度会費を納入済みである

こと、要旨原稿は研究年報の書式に変更されたこと

が報告された。研究発表の申込は 20 件、司会 8 名が

確定したことが報告された。大会運営については、

1 日目がオンラインと対面の併用、2 日目がオンライ

ンのみであるが、2 日目も会場でオンライン参加が

可能であることが報告された。協議では、稲永理事

より、2 日目の会場でのオンライン参加について、質

疑応答時の発言者の音漏れやハウリング等の対策に

ついての指摘がなされ、今後、大会実行委員会で対

策を検討することになった。

(4) 学会広報の見直しについて

・広報委員会委員長眞鍋理事より、News Letter、メ

ールマガジンの送付についての現状が説明され、広

報委員会での検討報告ならびに学会広報の見直しに

ついての今後の方向性と見直しの可能性が説明され

た。学会広報の見直しについては、ガリレオとの業

務委託内容の見直しも含め広報委員会と事務局が連

携し、継続協議をおこなうことが承認された。また、

News Letter の電子化、学会ウェブサイト更新、メル

マガ発行などの見直しについては、次年度予算への

計上を行うことが提案され、次回理事会で検討する

こととなった。

2022 年度 第 1 回理事会 

（2022 年 8 月 4 日 ＊Web 会議） 

入退会の審査と会則の改訂に係る協議、会則に基

づく総会に関わる事項の協議、選挙管理委員会なら

びに 25 周年記念事業に係る協議を行われました。ま

た、第 23 回大会の準備状況と第 24 回大会の開催に

加え、前回理事会の議事録確認、各委員会・各支部

報告がなされました。協議の概要は次のとおりです。 
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(1)入退会の審査

・事務局より資料が提示され、協議を行った結果、

入会 2 件（個人会員 2 件）、退会 2 件（個人会員 2 件）

を承認した。なお、吉本会長より、入退会審査に係

る資料の共有の仕方については今後検討していく方

針であることが示されるとともに、事務局次長江藤

理事より、今回の理事会以降、入退会審査の結果を

踏まえた会員数も報告することが説明された。入退

会審査後の会員数は 241 件（個人会員 198 名、学生

会員 6 名、法人・団体会員 37 件）である。

(2) 会則の改訂

・吉本会長より資料に基づき改定案が示され、審議

の結果、以下の 2 か所の修正案について承認され、

総会の議案とすることを決定した。稲永理事より企

画研究委員会に関する規程についての質問があり、

この点については、次年度までに検討を行うことと

した。また、眞鍋理事より、事務局に係る記載事項

の変更必要性が指摘され、この点についても、遡る

かたちで承認を得るものとした。

〈第 17 条 5〉（修正前）総会の議事録は議長が作成

し、議長及び出席副会長 2 名が署名捺印しなければ

ならない。➔（修正案）議事録は、議長による確認・

承認を得なければならない。〈第 19 条 4〉（修正前）

理事会及び常任理事会の議事録は議長が作成し、議

長及び出席副会長 2 名が署名捺印しなければなら

ない。➔（修正案）議事録は、理事会による確認・

承認を得なければならない。

(3) 2021 年度事業報告・総会に係る事項

・事務局より、会則に基づき通常総会の開催につい

ての告知に係る今後の予定が説明されるとともに、

事業報告については現在各支部に依頼中であること、

また最終的には総会前の理事会での承認をいただく

予定であることが報告された。なお、監査について

は来週前半までに依頼予定であることも併せて報告

された。これを受けて、吉本会長より、2022 年度事

業計画については、年報・広報など定例的な業務、

各支部の研究会充実に加え、次年度は役員選挙を実

施予定であることから、その前に会員名簿の作成が

必要であること、学会活動の活性化として広報体制

の充実を図る計画であること、さらに、次年度は槇

本記念賞選出の年度にあたることが補足された。ま

た、古田副会長より、総会前の理事会開催は、8 月

22 日、24 日、25 日のいずれかを予定していること

が補足された。

(4) 2022 年度事業計画

・事務局より、各支部の活動の充実、選挙、広報な

ど学会活動の活性化に係る計画の概要が説明された。

これを受けて、吉本会長より、各計画の具体的な内

容が示されるとともに、次年度は槙本記念賞の年で

あること、25 周年記念事業についても予算を立てて

いることなどが説明された。

(5) 選挙管理委員会

・事務局より、昨年度の総会でオンライン選挙の実

施についての意見がなされたが、規程を再確認した

ところ、オンライン選挙の実施には問題なかったこ

とが報告された。これを受けて、吉本会長より、次

年度の役員選挙については、オンラインで行う方向

で調整を進め、業務をガリレオに委託する予定であ

ることが示された。また、選挙管理委員会規程につ

いては、現状委員数「3 名」であるところを「3 名以

上」に変更して対応することを次回理事会で協議す

る予定であることが説明された。 

(6) 25 周年記念事業

・吉本会長より、ワーキンググループの設立につい

て提案があり、承認された。内容としては記念誌の

発刊と会員調査を行うものとし、前者の人選を江藤

理事、後者を亀野会員に依頼するものとした。これ

について、企画研究委員会委員長稲永理事より、企

画研究委員会とワーキンググループの連携について

の確認があり、引き続き検討を行うこととなった。

2022 年度 第 2 回理事会 

（2022 年 8 月 25 日 ＊Web 会議） 

入退会の審査に加え、選挙に関する諸規定の改訂

に係る協議、2021 年度事業報告・決算、2022 年度事

業計画・予算、総会議案についての協議、選挙管理

委員会と 25 周年記念に関する WG の設置について

の協議を行いました。また、前回理事会の議事録が

確認されるとともに、第 23 回大会の準備状況と広報

委員会長ならびに九州支部長任務の代行が報告され

ました。協議の概要は次のとおりです。 

(1) 入退会の審査
・事務局より、資料が提示され、協議を行った結果、

退会 2 件（個人会員 1 件、法人会員 1 件）を承認し

た。この承認を受け、現在の会員数は 239 件（個人

会員 197 件、学生会員 6 件、法人・団体会員 36 件）

となった。

(2) 選挙管理に関する諸規程の改訂

・事務局長より、資料に基づき「選挙管理委員会規

程」「理事選挙規程」「会長、副会長、常任理事選出

規程」の改訂案について説明があり、協議の結果、

承認された。

〈選挙管理委員会規程 1〉（改訂前）選挙管理委員会

（以下、「委員会」という）は、理事以外の会員を含

む 3 名の会員を委員として組織する。➔（改訂後）

選挙管理委員会（以下、「委員会」という）は、理事、

事務局長、理事以外の会員を含む 3 名以上の会員を

委員として組織する。〈理事選挙規程 5〉（改訂前）投

票は無記名で行い、被選挙人の 5 名連記とする。投

票は郵送で行う。➔（改訂後）投票は無記名で行い、

被選挙人の 5 名連記とする。投票は郵送または電子

媒体等を用いて行う。〈会長、副会長、常任理事選出

規程 4〉（改訂前）投票は無記名で行い、被選挙人の

中から１名を記入する。投票は郵送で行う。➔（改

訂後）投票は無記名で行い、被選挙人の中から１名

を記入する。投票は郵送または電子媒体等を用いて

行う。
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(3) 2021 年度事業報告・決算

・事務局より、資料に基づき 2021 年度事業報告・決

算の内容について説明があり、続いて新谷監事、平

尾監事より監査結果について報告があった。稲永理

事より、「高良記念研究助成事業」「槙本記念賞事業

費」の名称表記（事業または事業費）を統一するこ

とについて確認があった。山口事務局長より「高良

記念研究助成事業」を「高良記念研究助成事業費」

に修正することの説明があり、協議の結果、承認さ

れた。

(4) 2022 年度事業計画・予算

・事務局より、資料に基づき 2022 年度事業計画・予

算の内容について説明があった。稲永理事より、「事

業費」「事務管理費」の科目に含む項目の妥当性につ

いて疑義が示された。これについては、山口事務局

長より、2023 年度予算策定時までにガリレオと協議

し、必要に応じて見直すことの説明があり、協議の

結果、承認された。

(5) 総会議案の確認

・事務局より、資料に基づき総会議案および内容の

説明があり、協議の結果、承認された。これに関連

し、古田副会長より役員体制について確認があり、

吉本会長より副会長・常任理事は総会で承認される

必要があること、総会で承認後に Web サイトの修正

を行うことが説明された。あわせて、Web サイトに

は各委員会・WG 構成を掲載することが確認された。 

(6) 選挙管理委員会の設置

・吉本会長より、資料に基づき選挙管理委員会の設

置についての提案があり、協議の結果、委員長を手

嶋慎介会員、委員を椿明美会員・山口圭介会員に委

嘱することが承認された。

(7) 25 周年記念に関する WG の設置

・吉本会長より、資料に基づき 25 周年記念に関する

WG の設置についての提案があり、協議の結果、25

周年記念誌刊行 WG の委員を江藤智佐子会員（委員

長）、山口圭介会員、和田佳子会員に、会員動向調査

WG の委員を亀野淳会員（委員長）、高橋秀幸会員、

中島美佐穂会員に各々委嘱することが承認された。 

2022 年度 第 3 回理事会 

（2022 年 11 月 20 日 ＊Web 会議） 

入退会の審査、第 24 回大会の開催概要と会員名簿

の作成に係る協議を行いました。加えて、会則第 21

条の 2 に基づき、吉本会長より、学会のウェブサイ

ト等の見直しを進めていることから、新たに宮崎愛

弓会員に広報委員を委嘱することについての提案が

なされ、承認されました。また、前回理事会の議事

録ならびに総会議事録が確認されるとともに、第 23

回大会の開催報告がなされました。さらに、各委員

会・各支部・事務局より、報告がありました。協議

の概要は次のとおりです。

(1)入退会の審査

・事務局より、資料が提示され、協議を行った結果、

退会 11 件（個人会員 9 件、法人会員 2 件）を承認し

た。会則第 8 条 2 に基づき、3 年以上の会費未納の

場合は自然退会となるが、今回の審議では、滞納期

間 4 年以上になる個人会員 9 名を自然退会とし、滞

納期間 3 年以上の 6 名については 12 月に再度会費

納入督促を行い、2022 年度末までに会費が納入され

なかった場合は、2023 年度第 1 回理事会において自

然退会とする旨が説明された。この承認を受け、現

在の会員数は 228 件（個人会員 188 件、学生会員 6

件、法人・団体会員 34 件）となった。またメールア

ドレス等不明会員 13 名に対しての会員情報更新依

頼を継続的に行うことが説明された。

(2)第 24 回大会開催概要

・第 24 回大会実行委員長として伊藤文男会員がオ

ブザーバーとして今回より理事会に出席し、大会準

備報告を行うことになった。資料に基づき大会テー

マ、実行委員会組織、実施形態など、第 24 回大会の

概要が示され、協議を行った結果、大会テーマを「原

点回帰。今改めてインターンシップを考える。」とす

ることが承認された。また、開催方法とこれに係る

プログラム等については、経費の更なる支援を含め、

引き続き検討することとなった。

(3)会員名簿の作成について

・事務局より、ガリレオとのさまざまな業務提携内

容の見直しを図るなかで、会員名簿の情報を「Web 会

員名簿（検索システム）」の使用により、代替できる

可能性が示された。ガリレオの担当者交代に伴い、

理事会で入退会承認後に速やかに会員情報が反映さ

れるようになったこと、また会員名簿と同じ機能の

最新情報が会員情報として検索でき、画面から一覧

性も確認できることが報告された。これを踏まえ、

紙媒体での名簿作成の是非について協議を行った結

果、印刷物による名簿作成を見送ることが承認され

た。

2022年度総会報告 
2022 年度総会が、2022 年 8 月 27 日（第 23 回大会

1 日目）に開催されました 2022 年度総会では、次の

8 つの議題および議案についての審議が行われ、承

認されました。 

1. 2022 年度の運営体制（案）

2. 2021 年度 事業報告（案）

3. 2021 年度 決算報告（案）・2021 年度 監査報告

4. 会則の改訂について（案）

5. 2022 年度 事業計画（案）

6. 2022 年度 予算（案）

7. 2022 年度 高良記念研究助成表彰

8. 第 24 回大会について（案）
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〈2021 年度事業報告及び決算報告〉 
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〈2022 年度事業計画及び予算〉 

2022 年度 事業計画 

1. 2022年度事業期間

2022年 7月 1日～2023年 6月 30日

2. 事業の概要

(1) 第 23回大会の開催（ハイブリッド開催） 2022年 8月 27-28日 

(2) 支部研究会の開催（各支部 1～3回程度） ― 

(3) 学会研究活動の企画・推進 ― 

(4) 『インターンシップ研究年報』第 25号の刊行 2022年 10月を予定 

(5) News Letterの発行（年 2回）及びその他の広報活動の充実 ― 

(6) 2022年度 高良記念研究助成実施

2023年度 高良記念研究助成募集・選考

― 

(7) 2021・2022年度 槙本記念賞の募集・選考 ― 

(8) 学会創設 25周年事業の実施 ― 

(9) 理事・会長選挙の実施 2023年 5-6月を予定
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＜会則の改訂について＞ 

議案「4.会則の改訂について（案）」の承認を受け、

2022 年 8 月 27 日付で会則が以下のように改訂され

ました 

・（総会）第 17 条の 5 

（改訂前）総会の議事録は議長が作成し、議長及び

出席副会長 2 名が署名捺印しなければならない。  

（改訂後）議事録は、議長による確認・承認を得な

ければならない。 

・（理事会及び常任理事会）第 19 条の 4 

（改訂前）理事会及び常任理事会の議事録は議長が

作成し、議長及び出席副会長 2 名が署名捺印しな

ければならない。 

（改訂後）議事録は、理事会による確認・承認を得

なければならない。 

＜第 24 回大会について＞ 

第 24 回大会は、2023 年 9 月 16 日・17 日に追手門

学院大学で開催することが決定。 

（事務局） 
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年報編集委員会報告 
『インターンシップ研究年報』第 25 号を、2022 年

10 月末に発行しました。『インターンシップ研究年

報』第 26 号の投稿受付を 2022 年 12 月 1 日より開

始します（2023 年 1 月 20 日迄）。投稿受付にあたり、

2 点お知らせとお願いを記します。 

1 点目は、投稿規程の改訂です。具体的には、投稿

原稿を「論文」「研究ノート」「資料」「事例紹介」に

改めて整理し、それぞれの要件を明示しました。こ

れまで通り「論文」「研究ノート」は専門分野の会員

による査読を経ての掲載（査読有り）、「資料」「事例

紹介」は編集委員による原稿確認を経ての掲載（査

読無し）となります。特に編集委員会では、「論文」

「研究ノート」に限らず、会員の実践に参考となる

「資料」「事例紹介」への多くの投稿をお待ちしてい

ます。 

2 点目は、研究倫理の再確認です。「論文」「研究ノ

ート」「資料」「事例紹介」のすべてに共通すること

として、投稿規程には、ⅰ．他の学術雑誌に発表さ

れたことがない、未発表のものであること。ⅱ．他

誌へ投稿中の論文等または投稿する予定のある論文

等でないこと（二重投稿の禁止）。ⅲ．研究倫理を遵

守し、執筆すること。ⅳ．調査研究の場合は、調査

対象者のプライバシーの保護を最大限尊重し、調査

対象者が特定されないよう配慮するなど適切な予防

策を講じること、等が既に明記されています。 

会員の皆さまの投稿をお待ちしています。 

（年報編集委員長 古田 克利・立命館大学） 

広報委員会報告 
学会 web サイトリニューアルに向けて 

広報委員会は学会情報を内外に発信し「インター

ンシップに係わる諸問題の研究の推進・普及、社会

に対する啓発・提言」という役割を担い活動を行っ

ております。2022 年度は、ニューズレターやメルマ

ガ配信など、通常の広報委員会業務に加えて、学会

web サイトのリニューアルに向けて作業を行って行

く予定です。本学会の web サイトは、非常に複雑な

構造になっており、その更新やメンテナンスに大変

な労力を要しております。それを、比較的簡単に更

新作業等が可能なシステムに変更したいと考えてお

ります。会員の皆様には適宜 web サイトリニューア

ル情報を発信して参ります。

新メンバー

新たな委員として、宮崎愛弓会員（目白大学）に

加わっていただきます。主として、web サイト関連

業務を担当いただく予定です。 

学会ウェブサイト・メールマガジン配信について 

広報委員会では本学会に寄せられた研究会やセミ

ナー開催案内および教員公募等、会員の皆さまにと

って有益な情報を学会ウェブサイトに掲載するほか、

随時、メルマガで配信しております。本学会に関連

する情報がございましたら、広報委員会までメール

でご連絡ください（jsi.prc@gmail.com）。なお、最終

的な掲載可否は広報委員会で検討させていただきま

すのでご了承ください。

（広報委員会委員長 眞鍋和博・北九州市立大学）

学会表彰委員会報告 
2022 年度（第 16 回）高良記念研究助成対象者決定

報告 

  高良記念研究助成は、本学会初代会長である故・

高良和武先生のご寄付により創設された、特に若手

研究者の育成や、会員相互の研究交流を目的とする

もので、毎年対象者を公募・決定しております。 

  今年度は 1 名の会員から助成申請があり、委員に

よる厳正な審査の結果、桑畑夏生会員（宮崎大学）

の「選択必修科目における実践型インターンシップ

経験による教育効果の検証―宮崎大学地域資源創生

学部「国内インターンシップ」の事例をもとに―」

の 1 件が採択され、8 月 27 日に開催された第 23 回

大会にて発表・表彰が行われました。桑畑会員の研

究報告は 2023 年に予定されている第 24 回大会にて

行われる予定です。 

槇本記念賞の選定に向けて 

  槇本記念賞は、学会顧問、大阪経済大学名誉教授

の槇本淳子先生のご寄付により創設され、2015 年の

全国大会より 2 年毎に「秀逸なインターンシップ」

事例を選定し、表彰を行っております。 

2023 年に開催される第 24 回大会にて表彰を実施

する予定ですが、今後各支部を中心として、インタ

ーンシップ事例をご推薦いただき、選定を進めて参

ります。事例募集は、今後の理事会や Web サイトを

通し各支部・会員の皆さまにお知らせします。会員

の皆様におかれましては、ぜひ秀逸な事例を各支部

と共有していただければと存じます。 

インターンシップの多様性、また社会的認知は

年々広がりつつあると考えられます。本学会や本記

念賞の役割・意義がさらに高まることを期待しつつ、

皆さまからの募集をお待ちいたしております。 

（学会表彰委員会委員長  小林 純・札幌国際大学短

期大学部） 

（追記） 

『インターンシップ研究年報』第 25 号に下記の

誤りがありました。訂正の上、深くお詫び申し上

げます。 

P.29 編集後記 下から 2 行目

（誤）「第 25 号研究論文・資料等投稿規程」

（正）「第 26 号研究論文・資料等投稿規程」

奥付 

（誤）玉川大学 キャリアセンター内 

（正）玉川大学 大学研究室棟内 山口研究室 日

本インターンシップ学会事務局 
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企画研究委員会報告 
今期の企画研究委員会では「『インターンシップ専

門人材』（仮）の養成」をテーマに、国内外での状況

を把握するとともに、その在り方（あるいは本学会

としての関わり方）について検討を進めております。

第 1 回委員会（2022 年 5 月 30 日）の顔合わせに続

き、第 2 回委員会（2022 年 7 月 2 日）では、養成プ

ログラムの 1 つである世界コーオプおよび職業統合

学習協会の国際研究コミュニティ（WACE-IRC）に

よる「グローバル WIL モジュール（Global WIL

Module）」について、WACE-IRC アジア地域代表でも

ある田中寧委員（京都産業大学）から報告を戴き、

検討を行いました。同じく WACE の国際研究シンポ

ジウム（WACE-IRS 2022、2022 年 8 月 31 日～同年

9 月 2 日、オンライン開催）には複数の委員が参加

し、国際的なコミュニティの動向把握を試みており

ます。

当委員会ではこの他に、同テーマでの会員調査を

企画しておりますが、委員会での企画とは別に、本

学会創設 25 周年記念事業準備のためのワーキング

グループ（WG）の 1 つとして、10 周年記念の際に

実施された会員動向調査の延長上に「会員動向調査

WG」が、会長の下に設置されました。そのため、こ

の 2 つの調査企画を効率的に企画・運営すべく、当

該 WG の亀野 WG 長（企画研究委員と兼任）と調整

をさせていただいた結果、会員を対象にした調査は

当委員会と当該 WG との合同実施とし、当該 WG の

メンバーにもオブザーバーとして本委員会の議論に

加わっていただけるよう、調整することになりまし

た。会員のみなさまには、年が明けてから本調査へ

のご協力をお願いする予定に致しておりますので、

ご案内がございましたらどうぞお力をお貸し下さい

ますよう、お願いいたします。

（企画研究委員会委員長 稲永 由紀・筑波大学）

支部活動報告 
【北海道支部】 

2022 年度第 1 回研究会を開催しました。 

2022 年 9 月 25 日（日）、2022 年度 1 回目となる研

究会を開催いたしました。本会は札幌国際大学をメ

イン会場として、zoom でも中継を行うハイブリッド

形式での開催となりました。対面・遠隔参加合わせ

て 15 名の方にご参加いただきました。

今回は「インターンシップを採用・企業研修活動

に積極的に活用している企業」の方から現状と今後

の展開についてお話しいただくことを目的として、

住宅産業を中心として北海道を拠点とするヤマチユ

ナイテッドグループより、採用に関わっておられる

二瓶百花様（株式会社ヤマチマネジメント）に、ご

講演を依頼いたしました。

当企業の採用活動の特徴として挙げられるのが

「採用部署ごとのインターンシップ実施」というこ

とです。多領域に事業展開する企業グループとして、

業務は多岐にわたるわけですが、採用後のミスマッ

チが起こらないように、総合職であっても最初の選

考時点で志望部署を決定しており、また、インター

ンシップも採用活動担当者が直接プログラム開発を

行っている、というものとなっています。「入社後の

『こんなはずじゃなかった』を無くしたい」という

考えから始まったインターンシップの導入は、学生

への情報発信と合わせて、働くイメージの醸成にも

繋げたい、というものでした。

講演の後は、フロアとのディスカッションを行い、

今年 6 月に決定された、2025 年からのインターンシ

ップの変化についても情報が交換されました。二瓶

様からは企業は対応に向けて準備が進められている、

という話題が出ると、参加者からは教育機関に求め

られるインターンシップの在り方、また就職活動に

とどまらない、職業統合学習に向けた教育活動に関

する議論が行われました。 

（北海道支部支部長  小林 純・札幌国際大学短期大

学部） 

【東日本支部】 

2021 年度第 3 回支部研究会および支部総会の開催 

6 月 12 日（日）に、 2021 年度第 3 回支部研究会

ならびに支部総会を対面（会場：目白大学）とオン

ライン（Zoom）のハイブリッド形式で開催しました。 

第 3 回支部研究会は、インターンシップに積極的

に取り組まれている企業 2 社より事例発表をいただ

き、発表後に質疑応答および意見交換が行われまし

た。まず、第 4 回槙本記念賞で秀逸なインターンン

シップを受賞された Mirai Ship PROJECT 主宰の眞

野目悠太氏よりオンラインインターンシップの事例

発表いただきました。次に、CSR や SDGs に積極的

に取り組まれている株式会社大川印刷 代表取締役

社長 大川哲郎氏より社会課題解決実践型インター

ンンシップの事例発表いただきました。当日は 25 名

に参加いただき、発表後の意見交換含めて盛会のう

ちに研究会を終えることができました。

また、研究会終了後に 2021 年度支部総会を開催

し、2021 年度の支部事業の報告と支部決算および監

査報告、ならびに 2022 度の 支部事業計画（案）と

支部予算（案）が承認されました。  

2022 年度第 1 回支部研究会  

2022 年度の支部研究会は、「インターンシップの

実践事例を研究につなげる」をテーマに、第１回支

部研究会を 1 月下旬に開催する予定です。今後詳細

が決まり次第、会員の皆様にご案内をさせていただ

きます。 

（東日本支部支部長 松坂 暢浩・山形大学） 

【関西支部】 

関西支部第 17 回研究会の日程などが決まりました 

関西支部では、今年度も大学コンソーシアム大阪

に共催していただき、2022 年 12 月 16 日（金）にキ

ャンパスポート大阪に於いて、支部研究会を開催す
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ることを決定しました。対面とオンラインのハイブ

リッドで開催します。

最初の報告者は、和歌山大学 大学院教育学研究科

教授の岡崎 裕 氏です。岡崎氏は大阪府消費生活セ

ンターの「大学生期における消費者教育推進事業」

（2016 年度より実施中）と協力して、同世代や年下

の若者等に対する消費者教育の担い手となる「大阪

府消費者教育学生リーダー」育成に取り組んでおら

れます。大まかには、STEP１で岡崎氏が学生リーダ

ーを育成するための講義（南大阪地域大学コンソー

シアムの単位互換科目として開講＜昨年度には 21

大学の学生が履修可能＞）を行い、STEP２で学生リ

ーダー会が消費者教育・啓発のボランティア活動に

従事し、STEP３で大阪府消費生活センターが大阪府

消費者教育学生リーダーに認定するという流れです。 

2021 年度末までの認定者は 131 名に上ります。さら

に、2022 年度に大学コンソーシアム大阪と南大阪地

域大学コンソーシアムとの間で締結された単位互換包

括連携協定により、2022 年度後期から大学コンソ ーシ

アム大阪に加盟する 34 大学の学生が STEP１の授業を

履修できることになりました。こうした有意義な取り

組みを幅広く知っていただくため、大学コンソーシア

ム大阪と南大阪地域大学コンソーシアムそれぞれの事

務局のご賛同を得て、岡崎氏をお招きし、お取り組み

についてお話しいただきます。本研究会には、幅広い

関係者が参加される予定です。

 二つ目の報告は、第 24 回大会（2023 年 9 月）の

開催に向けて準備を進めている追手門学院大学の伊

藤 文男 会員などによる大会テーマと連動した報告

を行います。詳細については、目下検討中です。 

 正式なテーマが固まったところで、学会ホームペ 

ージを通じてお知らせします。交流会も開催します

ので、有意義な意見交換ができますことを期待して

おります。多くの会員のご参加を、心よりお待ちし

ております。 

（関西支部支部長 安孫子 勇一・近畿大学） 

【九州支部】 

2022 年 8 月 27 日(土)、28 日(日)に久留米大学で行

われた、日本インターンシップ学会第 23 回大会も終

了し、2022 年度の学会支部活動も再始動しました。

九州支部で実施した研究会はこれまで 27 回を数え

ますが、今年度も年 2 回の支部研究会を計画してい

ます。昨年度は、これまで学会大会で発表を行った

ことがない会員に、まず九州支部研究会で発表をい

ただき、その後支部のベテラン会員がサポートしつ

つ、学会大会への発表につなげる仕組みを実施しま

した。その結果、実際に 3 名の会員が本大会での初

の発表を行うことができました。今後も、研究経験

の浅い会員のサポートや、新規会員の発掘などを念

頭に、研究会を開催していきたいと考えています。 

2022 年度第 1 回九州支部研究会(通算 28 回) 

テーマ：地域の人材育成コーディネーターからみる

インターンシップ

日時：2023 年 2 月 4 日(土)17:00～20:00 

会場：久留米大学福岡サテライトキャンパス(福岡市

中央区天神） 

詳細は、学会 web サイトに掲載しますので、そちら

をご覧ください。 

また、九州支部は昨年度に引き続き、4 月～5 月頃

にも、学会大会発表に向けた研究会を開催する予定

です。 

（九州支部支部長 眞鍋 和博・北九州市立大学） 

事務局からのお知らせ 
2022 年度会費納入のお願い 

2022 年度の会費納入につきまして、会員の皆さま

に案内をご送付させていただきました。2021 年度

（2021 年 7 月から 2022 年 6 月）分の会費につきま

しては、下記口座にお振込みいただきますようよろ

しくお願い申し上げます。なお、『研究年報』投稿、

役員選挙、大会発表は 2022 年度会費が納入済みであ

ることが条件ですので、入金がまだの方は速やかに

納入いただきますようお願いいたします。 

会員情報確認のお願い 

会員情報管理システム（SOLTI）に登録されている

内容が最新の情報に更新されているか、各自ご確認

をお願いいたします。ご登録いただいたメールアド

レスに学会から各種ご連絡やご案内を送信しており

ます。修正が必要な場合は、学会ホームページ左下

の「SOLTI：会員情報照会・更新」にログインし、各

自修正をお願いします。ログイン方法や修正方法が

分からない場合は、会員管理事務局（ガリレオ学会

業務情報化センター

電話：03-5981-9824/FAX：03-5981-9852

e-mail:g035jsi-support@ml.gakkai.ne.jp

宛にお問い合わせください。

【振込先】 

・郵便口座 ０２７５０－１－１０８４１９

口座名義（「加入者名」の欄） 日本インターンシ

ップ学会

・ゆうちょ銀行

店番：２７９ （当座）

口座番号１０８４１９

口座名義 ：日本インターンシップ学会

＊恐れ入りますが、振込手数料はご負担ください。 
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